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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は

町
政
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る
こ
と
な
く
私
達
の
生
活
に

暗
い
影
を
落
と
し
、
さ
ら
に
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
と
急

激
な
円
安
の
進
行
に
よ
り
、
燃
料
や
電
気
料
金
、
食
料
品

価
格
等
の
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
、
町
民
の
暮
ら
し
や
多
く

の
業
種
が
影
響
を
受
け
、
家
計
や
事
業
経
営
は
厳
し
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
。
１
日
も
早
く
町
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
町
の
産
業
を
顧
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
軽
種
馬

生
産
で
は
、
日
高
軽
種
馬
農
協
が
主
催
す
る
北
海
道
市
場

に
お
き
ま
し
て
、
活
発
な
取
引
が
展
開
さ
れ
、
売
却
総
額

は
前
年
を
上
回
り
、
引
き
続
き
、
好
調
な
成
績
を
保
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
中
央
競
馬
・
地
方
競
馬
、
さ
ら

に
は
海
外
競
馬
レ
ー
ス
に
お
い
て
、
当
町
生
産
馬
が
活
躍

し
、
町
の
明
る
い
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に

町
内
生
産
牧
場
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
日
々
の
努
力
の
賜
物

と
考
え
、
感
謝
に
絶
え
ま
せ
ん
。
本
年
に
お
い
て
も
一
層

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
基
幹
作
物
の
ピ
ー
マ
ン
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
景
気
の
減
退
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
好

調
を
持
続
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

昨
年
９
月
に
は
、
国
の
「
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
」

を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
多
機
能
型
交
流
施
設
「
ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
」
が
落
成
さ
れ
、

今
後
、
こ
の
施
設
を
有
効
活
用
し
、
地
域
住
民
の
交
流
及

び
地
域
の
歴
史
文
化
の
伝
承
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す
、
老
朽
化
し
た
国
保
診
療

所
の
建
て
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月
に
基
本
構
想

の
策
定
を
終
え
、
建
設
場
所
を
現
診
療
所
の
隣
接
地
に
決
定

し
、
現
在
、
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
鋭
意
進
め
て
お
り
、

本
年
に
は
計
画
の
策
定
を
終
え
、
令
和
７
年
度
中
の
新
診
療

所
完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
道
の
駅
整
備
事
業
に

お
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度
の
新
冠
Ｉ
Ｃ
開
通
に
併
せ

て
整
備
を
終
え
る
こ
と
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

事
業
期
間
を
同
じ
く
す
る
国
保
診
療
所
建
て
替
え
整
備
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
を
同
時
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
は
、

町
の
財
政
運
営
上
か
ら
も
適
切
な
判
断
で
は
な
い
と
考

え
、
整
備
の
推
進
を
一
時
留
保
し
、
道
の
駅
の
運
営
な
ど

十
分
な
協
議
を
行
っ
た
上
で
改
め
て
整
備
推
進
す
る
こ
と

を
決
断
致
し
ま
し
た
。
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
期
待

を
寄
せ
る
町
民
の
方
々
も
多
く
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
将
来
を
考
え
る
が
故
に
一
旦
、
立
ち
止
ま
る
べ
き
と

判
断
し
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
私
が
目
指
す
「
思
い
や
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た

新
冠
」
の
実
現
の
た
め
、「
町
民
の
声
が
生
か
さ
れ
る
町

政
」、「
分
か
り
や
す
く
公
平
・
公
正
な
町
政
」、「
町
民
と

行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
常
に
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます
新冠町長　鳴 海 修 司
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11
月
16
日
、
新
冠
中
学
校
２
年
生
の
生

徒
46
名
が
、
新
冠
町
と
新
ひ
だ
か
町
の
事

業
所
で
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
を
行
っ
た
の
は
、
新
冠
町
役

場
、
消
防
署
新
冠
支
署
、
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・

ミ
、
ス
イ
ー
ツ
マ
ル
シ
ェ
み
る
と
、
レ
ス

ト
ラ
ン
樹
林
や
建
設
業
者
な
ど
の
事
業
所

で
、
生
徒
た
ち
は
地
元
で
働
く
方
々
と
の

出
会
い
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
の

仕
事
や
自
分
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

掲
載
し
て
い
る
写
真
は
、
企
画
課
広
報

統
計
係
で
職
場
体
験
を
行
っ
た
実
習
生
が

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

新
冠
中
学
校
２
年
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

11
月
21
日
、
「
令
和
４
年
度
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
田
中
詩
乃
さ
ん
（
新

冠
小
学
校
５
年
）
に
対
し
、
五
十
嵐
校
長

よ
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
２
日
に
は
、
「
第
41
回
全

国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
札
幌
地

方
大
会
」
に
お
い
て
、
札
幌
地
方
大
会
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
完
樹
さ
ん
（
３
年
）

と
丸
本
愛
乃
香
さ
ん
（
３
年
）
、
日
高
地

区
大
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
中
津
川
柚
子

さ
ん
（
２
年
）
の
３
名
に
対
し
、
札
幌
法

務
局
日
高
支
局
奥
村
総
務
係
長
よ
り
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

税
に

関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

その１

　

12
月
１
日
、
合
同
会
社
ｃ
ａ

ｒ
ｅ　

Ｌ
ａ
ｂ
（
浜
野
和
也
代

表
社
員
）
は
、
手
作
り
雑
巾
80

枚
を
ゆ
ー
あ
い
天
馬
、
お
う
る

の
郷
、
消
防
署
新
冠
支
署
や
こ

ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
な
ど
、
町

内
６
施
設
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
９
月
に
実
施
し
た

「
ケ
ア
ラ
ボ
カ
フ
ェ
」
で
参
加

者
が
作
っ
た
雑
巾
を
寄
贈
し
た

も
の
で
、
今
後
、
認
定
こ
ど
も

園
卒
園
式
に
向
け
、
手
作
り
コ

サ
ー
ジ
ュ
を
寄
贈
す
る
予
定
。

合
同
会
社
ｃ
ａ
ｒ
ｅ　

Ｌ
ａ
ｂ

イ
ラ
ス
ト
入
り
手
作
り
雑
巾
を
寄
贈

　

11
月
24
日
、
苫
小
牧
信
用
金

庫
（
小
林
一
夫
理
事
長
）
よ
り
、

当
町
が
掲
げ
る
「
思
い
や
り
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
対
し
、
１
５
０
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
林
理
事
長
は
、「
医
療
施
設

の
充
実
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た

金
融
機
関
と
し
て
、
新
冠
町
と

一
体
と
な
っ
て
邁
進
し
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

苫
小
牧
信
用
金
庫
が

１
５
０
万
円
を

寄
附

　

こ
の
た
び
、
字
節
婦
町
の
扇
谷

勉
さ
ん
が
永
き
に
わ
た
る
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
の
活
動
に
よ

り
、
国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思

想
の
普
及
に
多
大
の
貢
献
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
「
法
務
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
し
、
11
月
１
日
、
鳴

海
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

扇
谷
さ
ん
は
「
人
権
と
は
奥

深
い
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
今

後
も
学
び
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
５
期
目

扇
谷
さ
ん
が
「
法
務
大
臣
表
彰
」を
受
賞

　

11
月
10
日
、
日
高
信
用
金
庫

は
、
昨
年
に
同
信
用
金
庫
１
０
０

周
年
を
迎
え
て
実
施
し
た
環
境

整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ホ

ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
」
の
敷
地

に
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
若
木
１

本
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
信
用
金
庫
の

沖
田
淳
也
静
内
支
店
長
が
訪

れ
、
桜
の
植
栽
を
行
い
、「
将

来
大
き
く
な
っ
た
桜
を
見
て
地

域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
信
用
金
庫
の
環
境
整
備
事
業

今
年
も

桜
の

植
樹
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

11
月
17
日
、
日
高
信
用
金
庫

（
大
沼
孝
司
理
事
長
）
は
、
節

婦
町
の
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
ぞ
ら
に
療
育
用
具

（
５
万
円
相
当
）
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
信
用
金
庫
の

沖
田
静
内
支
店
長
が
施
設
を
訪

れ
、「
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
が
怪
我
な
く
、
安
全

な
運
動
機
能
の
向
上
や
体
力
づ

く
り
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
信
用
金
庫
が
５
万
円
相
当
の

備
品
購
入
資
金
を
寄
贈

　

昔
、
軍
馬
や
農
耕
馬
を
育
成

し
て
い
た
「
御
料
牧
場
」
に
つ

い
て
、
明
治
５
年
の
開
設
か
ら

１
５
０
年
を
迎
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
牧

場
の
歴
史
を
振
り
返
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
資
料
館
で
御
料
牧

場
の
特
別
展
を
行
い
、
11
月
20

日
に
は
、
町
内
の
御
料
牧
場
史

跡
を
め
ぐ
る
バ
ス
見
学
を
行
い
、

26
名
の
参
加
者
が
馬
産
の
発
祥

や
地
域
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

開
設
か
ら
１
５
０
年

新
冠
御
料
牧
場
を
振
り
返
る

　

12
月
５
日
、
消
防
署
新
冠
支

署
（
丸
本
明
志
支
署
長
）
で
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
購
入
し

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
の
高
規
格
救
急
自
動

車
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
救
急
車
は
、
運
転
席
と

後
部
の
患
者
室
を
分
け
る
隔
壁

扉
や
陰
圧
式
患
者
搬
送
用
器
具

な
ど
を
搭
載
し
、
感
染
防
止
対

策
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

新
冠
支
署
で
最
新
機
器
搭
載
の

コ
ロ
ナ
対
策
用
救
急
車
が
運
用
開
始

　

12
月
５
日
、
役
場
会
議
室
で

「
令
和
４
年
度
北
海
道
日
高
振

興
局
長
表
彰
伝
達
式
」
が
行
わ

れ
、
当
町
か
ら
３
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
な

ど
を
永
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ

た
對
馬
正
さ
ん
と
、
障
害
を
克

服
し
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
田
端
百

合
子
さ
ん
と
百
海
秀
一
さ
ん

（
当
日
欠
席
）
に
対
し
、
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰
及
び

身
体
障
害
者
自
立
更
生
者
表
彰



P6  広報にいかっぷ　2022.12/2023.1 広報にいかっぷ　2022.12/2023.1 P5

生
活
文
化
功
労
賞

小
林　

リ
ヱ
子
様
（
字
節
婦
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域
の

振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

高
野　

留
美
子
様
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
賞

故
田
端　

し
づ
ゑ
様
（
日
高
町
）

　

本
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

日
高
信
用
金
庫
様
（
浦
河
町
）

　

本
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

株
式
会
社　

出
口
組
様
（
新
ひ
だ
か
町
）

　

本
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

令和４年度

新冠町功労賞・善行賞贈呈式

　

12
月
３
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
を
会
場

に
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
２
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
午
前
中
に
も
ち
つ
き
体
験

が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
び
っ
く
り
箱

の
冬
の
お
楽
し
み
会
、
大
型
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
、
も
ち
ま
き
大

会
、
パ
ン
ま
き
な

ど
が
行
わ
れ
、
多

数
の
催
し
物
で
訪

れ
た
方
々
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

その2

　

12
月
６
日
、
新
冠
中
学
校
で

「
町
政
懇
談
会
中
学
校
版
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
新
冠
中
学

校
の
ボ
イ
ラ
ー
の
騒
音
対
策
」

「
ピ
ー
マ
ン
や
ホ
ロ
シ
リ
牛
乳

の
Ｐ
Ｒ
事
業
」「
国
保
診
療
所

へ
の
要
望
事
項
」
な
ど
、
中
学

生
な
ら
で
は
の
斬
新
な
発
想
の

要
望
事
項
が
た
く
さ
ん
出
さ

れ
、
鳴
海
町
長
が
ひ
と
つ
ず
つ

丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。

新
冠
中
学
校
３
年
生
の

皆
さ
ん
か
ら

鳴
海
町
長
に
38
項
目
の
要
望
事
項

　

今
年
で
53
回
目
を
迎
え
る
新

冠
町
功
労
賞
・
善
行
賞
の
贈
呈

式
が
、
11
月
３
日
文
化
の
日
に

レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
永

年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と

し
て
地
域
の
振
興
発
展
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
た
方
、
永
年
に

わ
た
り
体
育
指
導
者
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
た
方
、
本
町
の
発

展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
付

さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
鳴
海
町
長
の

式
辞
の
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
町
長
か
ら
功
労
章
や
表
彰

盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
議
長

荒
木
正
光
さ
ん
か
ら
祝
辞
、
町

内
の
青
年
を
代
表
し
て
新
冠
町

青
年
団
体
連
絡
会
議
議
長
盛
川

司
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
字
中
央
町
の
中

村
陸
男
さ
ん
が
自
治
会
の
地
縁

に
よ
る
団
体
代
表
者
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
、
良
好
な
地
域
社

会
の
維
持
お
よ
び
形
成
に
顕
著

な
功
績
に
対
し
、「
団
体
功
労

者
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ

れ
、
12
月
６
日
、
鳴
海
町
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う

な
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た

の
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

字
中
央
町　

中
村
陸
男
さ
ん
が

団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

12
月
10
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
、
ど
・
こ
～
れ
新
冠
第
25
回

定
期
公
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

公
演
は
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル

を
決
め
る
大
会
に
出
場
す
る
子

ど
も
た
ち
を
描
き
、
女
性
グ
ル
ー

プ
の
「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
や
小
泉

今
日
子
さ
ん
の
ア
イ
ド
ル
ソ
ン

グ
な
ど
を
披
露
し
、
歌
あ
り
、

踊
り
あ
り
の
笑
い
と
涙
の
物
語
。

　

最
後
に
は
、
今
流
行
り
の
き

つ
ね
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

市
民
劇
団
ど
・
こ
～
れ
新
冠　

定
期
公
演

～
北
海
道
村
１
グ
ラ
ン
プ
リ
～

　

12
月
11
日
、
香
港
シ
ャ
テ
ィ

ン
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
Ｇ
Ⅰ
香

港
ヴ
ァ
ー
ズ
で
、
字
西
泊
津
の

コ
ス
モ
ヴ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム
生
産

の
ウ
イ
ン
マ
リ
リ
ン
号
が
、
後

方
か
ら
徐
々
に
好
位
置
に
つ

け
、
世
界
の
強
豪
馬
を
最
後
の

直
線
で
豪
快
に
差
し
き
り
、
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
牧
場
は
、
令
和
元
年
に
香

港
Ｇ
Ⅰ
春
秋
連
覇
を
果
た
し
た

ウ
イ
ン
ブ
ラ
イ
ト
号
に
続
き
、

２
頭
目
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
イ
ン
マ
リ
リ
ン
号

香
港
で
Ｇ
Ⅰ
初
制
覇
の
快
挙
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１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

〇
対
策
本
部
の
開
催
状
況

　

令
和
２
年
２
月
26
日
に
「
新
冠
町

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
」
を
設
置
し
て
以
来
、
規
模
を

縮
小
の
上
、
連
日
、
定
例
の
本
部
会

議
を
開
催
し
、
管
内
に
お
け
る
新
規

感
染
者
の
発
生
状
況
な
ど
の
確
認
、

情
報
の
共
有
と
町
内
で
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
対
応
や

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
維

持
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〇
感
染
状
況
等

　

新
規
感
染
者
数
は
若
干
の
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
年
末
年
始
に
向

け
て
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
も
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

感
染
対
策
を
継
続
し
て
実
施
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
恵
寿
荘
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生

　

11
月
29
日
に
看
護
師
１
名
が
陽
性

と
判
明
し
ま
し
た
。
翌
日
、
11
月
30

日
に
入
所
者
２
名
が
陽
性
と
判
明
し

た
た
め
、
速
や
か
に
他
の
入
所
者
お

よ
び
職
員
全
員
に
対
し
て
検
査
を
実

施
し
全
員
陰
性
と
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
保
健
所
か
ら
入
所
者
は
全
員
濃

厚
接
触
者
と
み
な
し
、
施
設
全
体
を

汚
染
区
域
と
設
定
す
る
よ
う
指
導
が

あ
り
、
職
員
は
防
護
服
を
着
用
、
入

所
者
は
居
室
に
と
ど
ま
り
入
浴
を
中

止
し
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
12
月
２
日
か
ら

５
日
に
か
け
て
さ
ら
に
入
所
者
３

名
、
職
員
３
名
が
陽
性
と
判
明
し
、

累
計
は
入
所
者
５
名
、
職
員
４
名
、

計
９
名
と
な
り
、
北
海
道
か
ら
ク
ラ

ス
タ
ー
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

罹
患
者
は
恵
寿
荘
内
で
隔
離
さ

れ
、
診
療
所
医
師
に
よ
る
治
療
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
１
名
に

つ
い
て
は
、
指
定
医
療
機
関
に
救
急

搬
送
さ
れ
、
入
院
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
保
健
所
か
ら
現
地
指
導

を
受
け
、
施
設
内
の
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
で
濃
厚
接
触
者
の
待
機

期
間
が
終
了
し
、
一
部
制
限
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
が
、
療
養
期
間
は
12
月

14
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

11
月
30
日
現
在
に
お
け
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
は
、
町
民
全
体
で
対
象

者
が
５
０
５
５
名
に
対
し
、
１
回
以

上
接
種
さ
れ
て
い
る
方
が
４
２
３
５

名
で
接
種
率
で
は
、
83
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
小
児
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
率
が

14
・
８
％
、
う
ち
３
回
目
接
種
者
は

７
・
７
％
で
す
。

　

次
に
12
歳
以
上
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
対
象
者
に
対
す
る
接

種
率
は
42
・
４
％
で
す
。

　

年
代
別
で
は
10
代
か
ら
20
代
は

22
・
６
％
、
30
代
か
ら
50
代
は
36
・

７
％
、
60
代
以
上
は
55
・
２
％
の
接

種
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
　
道
の
駅
整
備
事
業
の
一
時
留
保

に
つ
い
て

　

現
在
の
新
冠
町
を
振
り
返
っ
た
と

き
、
大
型
建
設
事
業
の
実
施
に
は
、

多
額
の
借
り
入
れ
で
あ
る
起
債
は
避

け
ら
れ
ず
、
そ
の
償
還
の
多
く
は
、

将
来
世
代
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

ほ
か
、
多
額
の
負
債
は
財
政
の
硬
直

化
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、
事
業
期
間
を
同
じ
く
す
る
道

の
駅
整
備
事
業
と
国
保
診
療
所
建
て

替
え
整
備
事
業
、
並
び
に
防
災
関
係

事
業
な
ど
の
大
型
事
業
を
同
時
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
は
、
町
の
財
政
運

営
上
か
ら
も
適
切
な
判
断
で
は
な
い

と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
民
生
活
に

不
可
欠
な
医
療
福
祉
の
充
実
に
つ
な

が
る
国
保
診
療
所
建
て
替
え
整
備
事

業
お
よ
び
防
災
対
策
事
業
を
先
行
さ

せ
、
一
旦
、
道
の
駅
整
備
事
業
の
推
進

を
留
保
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

こ
の
決
断
は
多
角
的
な
検
討
結
果
の

議　会
-第４回定例会 -

町
長
行
政
報
告

報
告
に
基
づ
き
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
道
の
駅
整
備
事
業
に

関
し
て
は
、
事
業
実
施
を
前
提
に
協

議
説
明
を
各
所
で
行
っ
て
お
り
、
期

待
を
寄
せ
る
町
民
の
方
々
も
多
く
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
思
い
に
、

今
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
念
の
一

語
に
尽
き
ま
す
が
、
町
の
将
来
を
考

え
る
が
故
に
一
旦
、
立
ち
止
ま
る
べ

き
と
判
断
し
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
事
業
は
、
新
冠
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
後
の
人
流
を
踏

ま
え
、
ま
た
運
営
を
含
め
た
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を
今
後
継
続

し
、
よ
り
充
実
し
た
整
備
計
画
を

も
っ
て
道
の
駅
整
備
事
業
の
「
実
現
」

に
当
た
る
所
存
で
す
。

３
　
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠

ヒ
ル
ズ
の
清
算
結
了
に
つ
い
て

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
解
散
は
、
本
年

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
株
式
会
社

新
冠
ヒ
ル
ズ
臨
時
株
主
総
会
に
お
い

て
「
決
算
報
告
承
認
の
件
」
が
出
席

株
主
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
承
認
可

決
さ
れ
た
こ
と
で
、
法
人
の
終
焉
で

あ
る
清
算
結
了
を
迎
え
、
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
は

法
人
と
し
て
消
滅
し
ま
し
た
。

　

出
資
と
い
う
形
で
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
て
き
て
い
た
だ
い
た
株
主
の
皆

さ
ま
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
明
る
い
も
の
と
す
る
こ
と

で
、
お
応
え
す
る
所
存
で
す
。

４
　
町
政
懇
談
会
の
結
果
報
告

に
つ
い
て

　

各
自
治
会
を
対
象
に
し
た
町
政
懇

談
会
は
、
11
月
21
日
か
ら
29
日
の
間
、

11
会
場
に
お
い
て
、
34
自
治
会
を
対

象
に
開
催
し
、
町
政
に
係
る
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
、
質
問
は
、「
河

川
・
道
路
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
ヒ
グ

マ
な
ど
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
こ
と
」

そ
し
て
「
避
難
路
を
は
じ
め
防
災
・

減
災
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
、
幅
広

い
事
項
に
お
よ
び
、
受
け
た
意
見
、

質
問
に
対
し
て
町
の
現
状
、
考
え
を

お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り

を
町
民
と
共
に
考
え
、
共
通
の
視
点

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し

た
次
第
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
町
政
懇
談
会
で
は
、

自
治
会
の
ほ
か
に
、
新
た
に
認
定
こ

ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
保
護
者
会
役
員
、

お
よ
び
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
懇
談

会
を
11
月
29
日
に
開
催
し
た
ほ
か
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
と
の
町
政
懇
談
会
を
12
月

５
日
に
、
ま
た
、
12
月
６
日
に
は
新

冠
中
学
校
３
年
生
と
の
町
政
懇
談
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
真
摯
に
考
え
て
い
る
姿
に
触
れ
、

町
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
よ

り
一
層
決
意
し
、
ま
た
、
女
性
コ
ミ
ュ

イ
テ
ィ
会
議
と
の
懇
談
会
で
は
、
日

常
生
活
で
抱
え
る
問
題
や
買
い
物
事

情
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
女
性
か
ら

見
た
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
、
質
問
を

い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

多
角
的
な
視
点
で
捉
え
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
と
の
町
政
懇
談
会

は
、
地
方
自
治
へ
の
理
解
を
深
め
、

主
権
者
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た

中
学
校
の
社
会
科
の
授
業
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
中
学
生
か
ら

の
要
望
な
ど
は
生
活
に
根
差
し
た
事

項
か
ら
地
域
ご
と
の
要
望
ま
で
幅
広

い
事
項
に
お
よ
び
、
生
徒
達
が
地
域

を
振
り
返
り
、
真
剣
に
考
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
さ
ら

に
は
中
学
生
な
ら
で
は
の
斬
新
さ
に

深
く
感
銘
し
た
次
第
で
す
。

５
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
受
給

者
証
交
付
漏
れ
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
重
度
心
身
障
害
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
本
来
助
成
す
べ
き
対
象
者
に
対

し
、
受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
多
く
負
担
さ
せ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
処
理
顛

末
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
は
北
海
道
よ
り
、
２
分
の
１
の
補

助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

対
象
者
は
主
に
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
で
障
害
程
度
が
重
度
の
方
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
交
付
漏
れ
は
、
医
療

保
険
が
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
医

療
費
の
自
己
負
担
が
３
割
の
方
々
に

つ
い
て
、
自
己
負
担
割
合
や
所
得
状

況
の
確
認
漏
れ
に
よ
り
本
来
交
付
す

べ
き
受
給
者
証
の
交
付
を
逸
し
て
い

た
も
の
で
す
。

　

事
実
確
認
後
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
創
設
時
の
平
成
20
年
度
ま
で
遡

り
事
務
作
業
の
検
証
を
実
施
し
た
結

果
、
事
務
誤
り
は
平
成
29
年
度
以
降

に
発
生
し
、
対
象
者
が
８
名
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
ほ
か
、
受
給
者
証

の
交
付
漏
れ
に
よ
り
対
象
者
が
多
く

負
担
し
た
医
療
費
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
分
ま
で
で
総
額

１
３
２
万
４
千
４
４
３
円
と
な
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
対
象
者
へ
の
対
応
で
す
が
、

９
月
末
、
対
象
者
全
員
へ
自
宅
訪
問

の
上
、
報
告
・
謝
罪
を
行
い
、
10
月

初
旬
に
過
大
に
負
担
さ
れ
て
い
た
医

療
費
の
返
還
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
道
の
補
助
事
業
で
あ

り
ま
す
の
で
、
道
に
対
し
本
事
案
の

報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
道
に
お

い
て
も
補
助
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

第４回定例会

　12 月 13 日に招集された第４回定例町議会は、12 月 16 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、奥村教育長の行政報告のほか、令和４年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。



P10  広報にいかっぷ　2022.12/2023.1 広報にいかっぷ　2022.12/2023.1 P9

精
査
中
で
あ
り
、
町
の
事
務
作
業
の

不
備
に
よ
る
補
助
金
の
過
年
度
分
遡

及
適
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
外

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
従
い

ま
し
て
、
こ
の
た
び
の
受
給
者
証
交

付
漏
れ
に
よ
り
道
補
助
の
対
象
外
と

な
る
金
額
は
、
令
和
３
年
度
以
前
の

医
療
費
の
２
分
の
１
で
62
万
６
千
円

と
な
る
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
件
発
生
の
要
因
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
原
因
は
職
員
の
制
度
知
識
の

不
足
に
加
え
、
課
内
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
不
備
に
あ
っ
た
と
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
の
事
態
を
厳
粛
に
受

け
止
め
、
制
度
の
習
熟
、
事
務
処
理

の
確
認
作
業
の
強
化
を
図
り
、
再
発

防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
責
任

の
所
在
を
明
確
に
し
た
上
で
、
事
務

筆
頭
責
任
者
の
副
町
長
お
よ
び
当
該

関
係
職
員
を
厳
正
に
処
分
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
は
、
関
係
者
お
よ
び

町
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
報
告
と
し
ま
す
。

６
　
恵
寿
荘
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

　

町
で
は
昨
年
度
か
ら
診
療
所
の
建

て
替
え
構
想
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

診
療
所
２
階
部
分
の
増
床
棟
20
床
を

減
床
す
る
計
画
を
取
り
進
め
、
入
所

者
の
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

去
る
９
月
25
日
に
入
所
者
が
50
人
と

な
っ
た
た
め
、
診
療
所
棟
の
運
営
を

取
り
や
め
、
恵
寿
荘
本
体
で
の
運
営

に
一
元
化
し
て
い
ま
す
。　

　

な
お
、
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
年
次

計
画
を
も
っ
て
適
正
職
員
に
改
善
し

て
い
き
ま
す
。

７
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
11
月
19
日
に
「
コ
ロ
ナ

克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済

対
策
」
と
し
て
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
な
ど
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
本
年
４
月
に
は
、
「
原
油

価
格
や
物
価
高
騰
対
策
」
と
し
て
、

従
前
の
支
給
対
象
世
帯
に
該
当
し
な

い
世
帯
の
う
ち
、
令
和
４
年
度
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
も
支
給
対
象
に
加

え
る
内
容
が
示
さ
れ
、
支
給
事
務
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
９
月
末

を
も
っ
て
支
給
事
務
を
終
了
し
ま
し

た
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

　

当
初
、
こ
の
２
種
類
の
支
給
事
業

の
対
象
を
９
８
４
世
帯
と
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
非
課
税
で
は
あ
る
が

課
税
世
帯
の
扶
養
認
定
を
受
け
て
い

る
方
、
未
申
告
に
よ
り
課
税
状
況
が

把
握
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
確

認
段
階
に
お
い
て
支
給
対
象
外
と
な

る
た
め
、
予
算
対
比
で
は
85
・
47
％

の
支
給
率
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
町
で
は
、
当
給
付
事
業
に
関

し
、
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
速
や

か
に
事
業
着
手
し
、
町
政
事
務
委
託

文
書
で
の
周
知
お
よ
び
未
申
告
の
方

や
、
転
入
世
帯
に
対
す
る
制
度
通
知

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
プ
ッ
シ
ュ
型

の
給
付
事
業
と
し
て
、
対
象
と
な
る

世
帯
へ
の
周
知
・
支
給
を
漏
れ
な
く

実
施
す
る
た
め
、
未
申
請
の
方
に

は
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
申
請
の
呼

び
か
け
を
行
う
な
ど
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
受
給
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
結
果
、
家
計
急
変
世
帯
２
世
帯
を

含
む
８
４
１
世
帯
に
対
し
て
、
総
額

８
４
１
０
万
円
の
支
給
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

８
　
町
有
牧
野
に
お
け
る
ヨ
ー
ネ
病

患
畜
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

　

町
有
牧
野
の
ヨ
ー
ネ
病
発
生
状
況

に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月
に
発
生
し

て
か
ら
、
感
染
牛
の
確
認
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
１
日
付

け
で
、
新
た
に
１
頭
の
感
染
が
確
認

さ
れ
た
旨
、
北
海
道
日
高
家
畜
保
健

衛
生
所
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
殺
処
分
命
令
お
よ
び
消
毒

指
示
に
基
づ
き
、
町
有
牛
１
頭
に
つ

い
て
殺
処
分
を
行
い
、
飼
養
し
て
い

た
第
２
牛
舎
に
つ
い
て
牛
舎
清
掃
お

よ
び
消
毒
作
業
を
行
い
ま
し
た
の
で

ご
報
告
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
日
高
管
内
に
お
け

る
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
状
況
は
、
11
月

現
在
、
５
町
21
戸
１
２
５
頭
に
上
っ

て
お
り
、
対
策
手
段
が
な
く
、
清
浄

化
に
至
ら
な
い
農
家
や
新
た
に
発
生

す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

町
有
牧
野
に
お
き
ま
し
も
、
令
和

元
年
の
発
生
か
ら
患
畜
牛
と
し
て
殺

処
分
し
た
町
有
牛
は
合
わ
せ
て
13
頭

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
感
染
牛
の
発
生
傾
向
の

考
察
を
行
う
な
ど
、
清
浄
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
検
討
し
な
が

ら
、
ヨ
ー
ネ
病
発
生
対
策
の
基
本
と

な
る
、
牛
舎
内
の
清
掃
、
消
毒
作
業

を
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
家
畜

保
健
衛
生
所
お
よ
び
獣
医
師
の
専
門

的
な
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
清
浄
化

に
向
け
た
牧
野
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

９
　
８
月
大
雨
災
害
の
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
事
業
の
査
定
結
果
に
つ
い
て

　

災
害
査
定
は
11
月
14
日
か
ら
17
日

ま
で
の
４
日
間
、
並
び
に
12
月
５
日

か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
の
２
回
に

わ
た
り
、
北
海
道
開
発
局
と
北
海
道

財
務
局
の
立
ち
会
い
の
も
と
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
町
は
、
河
川
災
・
道
路
災

あ

わ

せ

て

30

カ

所
、

工

事

費

７
億
６
９
０
０
万
４
千
円
に
関
し
査

定
を
受
検
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
申
請
ど
お
り
30

カ
所
が
採
択
さ
れ
、
工
事
費
は

７
億
６
８
６
０
万
９
千
円
と
査
定
さ

れ
、
査
定
率
は
99
・
87
％
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

１
　
学
校
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の

臨
時
休
業
に
つ
い
て

　

休
業
措
置
の
状
況
で
す
が
、
認
定

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
９
月
13
日

に
園
関
係
者
１
名
が
感
染
、
15
日
に

４
名
の
感
染
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
９
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
７

日
間
、
対
象
学
年
を
学
年
閉
鎖
措
置

と
し
、
ま
た
、
９
月
15
日
か
ら
19
日

ま
で
の
５
日
間
、
対
象
学
年
を
学
年

閉
鎖
措
置
と
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
12
月
９
日
に
１
名
の
感

染
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
12
月
９
日

か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
、
対
象
学

年
を
学
年
閉
鎖
措
置
と
し
ま
し
た
。

　

新
冠
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
休
日

の
10
月
９
日
、
翌
10
日
に
学
校
関
係

者
４
名
が
感
染
、
11
日
に
は
３
名
の

感
染
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
対
象
学

年
を
10
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
の
６

日
間
、
学
年
閉
鎖
措
置
と
し
ま
し
た
。

２
　
小
学
校
統
合
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

本
年
12
月
２
日
に
、
朝
日
小
学
校

の
閉
校
に
関
わ
り
、
関
係
自
治
会
お

よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
組
織
す
る
、
朝
日
小

学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が

設
立
さ
れ
、
当
委
員
会
で
は
、
閉
校

の
た
め
の
記
念
誌
や
惜
別
行
事
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員

会
で
は
補
助
金
に
よ
る
支
援
の
提
案

を
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

２
月
を
予
定
し
、
閉
校
に
関
わ
る
行

事
の
閉
校
式
式
典
は
、
町
・
教
育
委

員
会
が
行
い
、
閉
校
の
記
念
に
関
わ

る
行
事
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

が
行
う
こ
と
で
、
取
り
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り
10
月
25

日
に
、
第
３
回
会
議
を
招
集
し
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
心
配
を
い
た

だ
い
て
い
る
「
通
学
バ
ス
」
、「
災
害

対
応
」
、
「
交
流
学
習
」
に
関
わ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
７
月
15
日
に
朝

日
小
学
校
保
護
者
、
10
月
６
日
に
新

冠
小
学
校
保
護
者
に
対
し
、
説
明
会

を
開
催
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
協
議

を
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
特
に
災
害
対
応
に
つ

い
て
、
大
津
波
を
想
定
し
た
際
の
避

難
先
、
避
難
方
法
に
対
し
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
こ
と
踏
ま
え
、
学
校
の
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

３
　
令
和
４
年
度
新
冠
町
少
年
国
内

研
修
交
流
事
業
に
つ
い
て

　

３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
る
今
年
度

の
少
年
国
内
研
修
交
流
事
業
は
、
明

年
１
月
11
日
か
ら
14
日
の
日
程
で
研

修
先
を
当
初
計
画
の
ど
お
り
沖
縄
県

と
す
る
こ
と
で
取
り
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
２
年
間
事
業
を
中
止
と

し
た
経
過
措
置
と
し
て
、
参
加
者
を

30
名
に
増
員
し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
作
文

と
面
接
選
考
に
よ
り
参
加
者
を
決
定

し
、
12
月
１
日
か
ら
事
前
研
修
を
開

始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
交
流
先
で
あ
る

沖
縄
県
金
武
町
中
川
区
子
ど
も
会
の

３
年
に
１
度
の
北
海
道
研
修
の
年
で

あ
り
、
明
年
２
月
23
日
か
ら
24
日
の

日
程
で
、
引
率
を
含
め
総
勢
28
名
の

研
修
団
が
来
町
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第４回定例会 第４回定例会

 農 産 部 門

作 物 名 区　　分 単位 令和３年度 令和４年度 前年対比

水    稲
収　　量 kg 641,420 512,820 △ 128,600

販売金額 千円 124,066 104,681 △ 19,385

ピーマン
収　　量 kg 2,380,450 2,158,158 △ 222,292

販売金額 千円 982,179 972,426 △ 9,753

その他そ菜計 販売金額 千円 60,211 66,855 6,644

 畜 産 部 門

品 種 別 区　　分 単位 令和３年度 令和４年度 前年対比

サラブレッド

（北海道市場実績）

売却頭数 頭 349 357 8

売 却 額 千円 2,425,830 2,672,560 246,730

酪農関係
乳　　量 ｔ 10,116 9,754 △ 362

乳　　代 千円 961,423 920,548 △ 40,875

肉用牛関係
（黒毛和牛・交雑種）

売却頭数 頭 1,019 1,019 0

売 却 額 千円 834,201 768,462 △ 65,739

 水 産 部 門

魚　種 区　　分 単位 令和３年度 令和４年度 前年対比

秋さけ
数　　量 kg 69,447 227,344 157,897

金　　額 千円 63,792          185,329 121,537

た　こ
数　　量 kg 96,621 55,113 △ 41,508

金　　額 千円 66,754 52,007 △ 14,747

その他
数　　量 kg 351,551 236,845 △ 114,706

金　　額 千円 38,207 48,715 10,508

教
育
長
行
政
報
告

10
　
令
和
４
年
度
第
一
次
産
業
の
概
況
（
令
和
４
年
11
月
末
現
在
）
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」に役立ててと

☆石山　政司	 （50,000円）

☆白藤　知鶴	 （古布２袋）

☆佐藤　順子	 （古布１袋）

☆木村　千鶴子	 （食用菊１袋）

☆佐々木　克子	 （古布２袋）

☆匿　名	 （古布１箱）

☆芽呂女性部	 （古布１袋）

☆ケアラボカフェ	 （手作り雑巾１束）

☆ボランティアグループあゆみ	 （カット布大２箱）

☆ボランティアグループちょぼら	

（カット布４袋・タオルケット１袋）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて
☆丸本　一子	 （50,000円）

☆荒木　正弘	 （30,000円）

☆石山　政司	 （50,000円）

☆小野　愛子	 （50,000円）

☆對馬　正	 （30,000円）

☆古舘　新吾	 （100,000円）

●福祉事業に役立ててと
☆大雅くん	 （古切手 500枚）

☆愛友ちゃん	 （古切手500枚）

☆匿　名	 （古布２袋）

☆芽呂女性部	 （古切手１袋）

その1

健康カレンダー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

１2
月

27日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

１
月

13日（金） 13：15～15：30 ５歳児相談 レ・コード館

16日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

18日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

24日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

29日（日） 13：00～15：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～妊娠編～
レ・コード館

２
月

３日（金） 10：30～12：00 離乳食教室 東町生活館

５日（日）
６日（月）

 受付
6：30～

・特定健診、若年健診
・胃、肺、大腸、前立腺がん検診
・肝炎ｳｲﾙｽ、ｴｷﾉｺｯｸｽ症検査
・風しん抗体価検査

東町生活館

８日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 町民センター

10日（金） 13：15～15：30 ５歳児相談 レ・コード館

13日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

～家庭ごみを出すときに心がける５つのこと～

①ごみ袋はしっかり縛って封をしましょう！

②ごみ袋の空気を抜いて出しましょう！

③生ごみは水切りをしましょう！

④普段からごみの減量を心がけましょう！

⑤分別・収集ルールを確認しましょう！

　～感染症の感染者またはその疑いのある方の

使用済みマスク等の捨て方～

　鼻水などが付着したマスクやティッシュなどのご

みを捨てる際は、以下のことを心がけてごみを出しま

しょう。

①ごみ箱にごみ袋をかぶせ、いっぱいにならないよう

にしましょう！

②ごみに直接触れることのないよう、しっかり縛って

出しましょう！

③ごみを捨てたあとはしっかり手を洗いましょう！

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ

　環境衛生係

　☎ 0146・47・2112

★チャイルドランド★
・期　日　　①１月12日（木）10時～11時 30分

　　　　　　 ②２月16日（木）10時～11時 30分

・内　容　　①「自然体験　そりあそび」

　　　　　　②「ひなまつり制作」

・申込期間　①１月 10 日（火）まで

　　　　　 ②２月 14 日（火）まで

・定　員　　各５～６組（０歳～就学前）

★おしゃべりルーム★
・期　日　　①１月26日（木）10時～11時 30分

　　　　　　②２月 ２日（木）10時～11時 30分

・内　容　　①「節分制作」

　　　　　　②「手形粘土」

・申込期間　①１月 24 日（火）まで

　　　　　　②１月 31 日（火）まで

・定　員　　各５～６組（０歳～就学前）

※新型コロナウイルス感染症

の状況により人数制限および

延期または中止する場合があ

ります。

●問い合わせ先　

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

役場窓口・小動物の火

葬業務・国民健康保険診

療所・子ども発達支援セ

ンターあおぞら

　12月 31日～１月５日

レ・コード館・町民セ

ンター・青年の家・子

育て支援センター・町

民スポーツセンター・節

婦体育館・郷土資料館・

新冠老人憩の家・節婦老

人憩の家

　12 月 30日～１月５日

ゴミの収集運搬業務・

コミュニティバスメロ

ディ―号

　12月 31日～１月３日

デイサービスセンター

　12月 31日～１月４日

町道の除雪が必要な時

　役場へご連絡くださ

い。警備員が常駐し、担

当者及び除雪委託業者へ

連絡をとり対応します。

道南バス㈱
　詳しくは道南

バス㈱のホーム

ページをご覧く

ださい。

ジェイ・アール北海道バス

　詳しくはジェ

イ・アール北海

道バスのホーム

ページをご覧く

ださい。

道の駅売店

　12月 30日～１月３日

ホロシリ乗馬クラブ

　12月 26日～１月７日

新冠温泉
　通常営業（無休）

新冠郵便局

　窓口12月 31日～１月３日

　ATMは時間を変更して営業

苫小牧信用金庫新冠支店

　窓口・ATM

　12月 31日～１月３日

新冠町農業協同組合

　窓口・ATM

　12月 31日～１月３日

ひだか漁協新冠支所

　窓口・ATM

　12月 30日～１月５日

㈱伊藤商会（新冠・新和）

　12月 31日 12時～１月４日

岩倉商事㈱新冠営業所

　12月 31日～１月３日

中山石油㈱

　12月 31日～１月３日

ＪＡ新冠スタンド

　12月31日13時～１月３日

㈱横山運輸

　12月 31日 13時 30分～

１月３日

※年末年始は、営業日

であっても営業時間を

短縮している場合があ

ります。

　詳細については、直

接店舗にお問い合わせ

ください。

年末年始の公共施設などの休業日のお知らせ

金融機関

ガソリンスタンド公共施設等

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止および延期
する場合があります。事業の詳細は、対象者への個別案内
や町政事務委託文書などでお知らせします。

　町の競争入札へ参加を希望される業

者は、申請が必要になりますので、次

の期間に必ず申請を行ってください。

　詳細については、町

ホームページまたは担

当課へお問い合わせく

ださい。

〇受付期間

　１月23日（月）～２月10日（金）

●問い合わせ先

　物品購入などや業務委託に関する申請

　総務課総務グループ財政係

　☎ 0146・47・2114

令和５・６年度競争入札
参加資格審査申請受付

　「北方領土の日」特別啓発期間
　　　　　　署名コーナー設置のお知らせ
　毎年１月 21 日から２月 20 日は、「北方領土の日」特別

啓発期間です。

　北方領土問題の解決のためには、領土

返還に向けた外交交渉の展開を強く要望

する道民世論の結集が何よりも必要とな

ります。一人一人の返還に向けた思いを

結集し、北方領土の返還を実現するため、

多くの方々の署名へのご協力をお願いし

ます。

〇署名コーナーの設置期間と場所

・期　間　１月 23 日（月）～２月 20 日（月）

・場　所　役場庁舎１階ロビー

●問い合わせ先：企画課まちづくりグループ企画係

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498

北方領土マスコット

「エリカちゃん」

感染症対策のための
ご家庭でのごみの捨て方



P14  広報にいかっぷ　2022.12/2023.1 広報にいかっぷ　2022.12/2023.1 P13

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２

給与者還付申告・年金者申告日程表

町内移動申告日程表

確定申告が始まります！（３月15日まで）

受付時間

９時～ 16 時

会　場

役場 101 会議室

対象地区

本町・中央町

北星町

東町
新冠沢地区（西泊津～泉）
西新冠沢地区（大狩部～里平）
節婦町

曜　日

金・月

火・水

木
金・月
火・水

木

期　日

1月27日・30日

31日・２月１日

２日
３日・６日
７日・８日

９日

受付時間

９時 30 分～ 13 時

９時 30 分～ 15 時

９時 30 分～ 13 時

９時 30 分～ 13 時
９時 30 分～ 15 時

９時～ 16 時

９時～ 19 時
９時～ 16 時

９時～ 15 時

会　場

新和生活館
東川生活センター
新栄生活センター
緑丘生活センター

節婦生活館

万世生活センター
本町多目的交流センター

役場 101 会議室

役場 101 会議室

対象地区

美宇・新和・太陽・里平
東川・共栄
新栄・泉・若園
朝日・緑丘・古岸
節婦町（第１区～第４区）
節婦町（第５区～第７区）
大狩部
大富・万世・明和
本町
北星町
中央町
東町
東泊津・西泊津・高江

会場に来られなかった方

平日に来庁することが
困難な方

曜　日

金
月
火
水
木

金

月
火
水
金
月
火

月～金
水

日

期　日

２月10日
13日
14日
15日
16日

17日

20日
21日
22日
24日
27日
28日

3月1日～14日
15日

※休日申告受付
３月５日

　今年も「所得税及び町民税・道民税」の確定

申告を行います。確定申告は、１年間の所得を

算出し、税額を計算するものです。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、日

程が変更となる場合があります。

●問い合わせ先：税務課税務グループ ☎0146・47・2115

　農業者年金は自分が積み立てた年金保険料とその

運用実績で受け取る年金額が決まる「積立方式」です。

　このため少子高齢化時代でも加入者や受給者の人

数に左右されず、税制面での優遇措置など、農業者

だけが利用できるメリットの多い安心な制度となっ

ています。

【加入要件】

①国民年金第１号被保険者であること。

（農業者年金加入後「付加年金」の加入も必要です。）

②年間 60 日以上農業に従事すること。

③年齢が 60 歳未満であること。

【メリット】

①積立する保険料の金額は自分で設定でき、いつ

　でも変更することが可能です。

②納めた保険料は、社会保険料控除の対象となり

　節税の効果もあります。

③認定農業者であることなど一定の要件を満たす

　場合には保険料の国庫補助があります。

●問い合わせ先　

　新冠町農業委員会　　☎ 0146・47・2472

　新冠町農業協同組合　☎ 0146・47・3111

農業者の皆さまへ「農業者年金加入」のご案内

　次の町道については、冬期間の通行に支障が考えられる

ことから、通行止めとしていますので、ご迷惑をおかけし

ますが、ご協力をお願いします。

○通行止めの路線

　①岩清水アブカシャンペ線（泉、大森宅～アブカシャンペ橋の間）

　②大富東泊津線（大富、宮下宅～東泊津、赤坂宅の間）

　③里平新和線１号支線

○通行止めの期間

　降雪時から春先の通行安全を確認した日まで

○その他

　農地での作業や狩猟などでバリケードを開けて通行した

場合には、必ず元の状態に戻してください。

●問い合わせ先：建設水道課管理グループ　☎ 0146・47・2518

町道の冬期間通行止めのお知らせ学校閉庁日のお知らせ
　町内の小中学校の冬季休業期間中

に学校閉庁日を設けます。これは、

教職員の心身のリフレッシュと休暇

取得促進を図ることを目的とした取

り組みです。

　閉庁期間中、各学校は職員不在と

なりますので、緊急時は教育委員会

管理課にご連絡をお願いします。

〇学校閉庁期間　

　令和４年 12 月 29 日（木）～

令和５年１月５日（木）

●緊急連絡・問い合わせ先

　教育委員会管理課　☎ 0146・47・2547

　町では、苫小牧信用金庫と締結した「地域結婚

支援事業の連携に関する協定」に基づき、結婚を

希望する方の出会いや、きっかけづくりの一環と

して、苫小牧信用金庫が運営する「LLB 会結婚相

談所」への入会を推進しています。

■とましん LLB 会結婚相談所って？■

　苫小牧信用金庫が運営する結婚相談所で、専任

スタッフのサポートのもと、会員同士の「お見合

い」による婚活事業を行っています。

【利用の流れ】

①申込書およびプロフィールを作成し、入会手続

　きを行います。

②苫小牧信用金庫本店には専用フロアが用意され

　ており、専任のスタッフによるマッチングサー

　ビスが受けられます。

③異性のプロフィールを閲覧の上、双方が合意す

　れば実際にお見合いができます。

【申込方法】

・ＬＬＢ会事務局へ申込

・郵送による申込

・インターネットからの仮申込

・ＱＲコードからの仮申込

※申込書は産業課窓口でも配

布しています。お気軽にご相

談ください。

【登録料】

　入会時に預かり金として 10,000 円が必要とな

りますが、退会時に返金されますので、実質的な

負担額は無料となります。

【活動実績】（令和４年 10月末現在）

・会員数　男性：359 名／女性：363 名

・お見合い件数　792 件

・婚約／結婚数　 66 組

※この１年間で、お見合件数が 68 組、婚約／結

婚が６組増えています。

●問い合わせ先

　産業課産業グループ農産係

　☎ 0146・47・2183（直通）

　とましんＬＬＢ会結婚相談所事務局

　☎ 0144・56・5026（直通）

多数のカップル誕生！あなたも婚活はじめませんか？

専任スタッフがサポートします！
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ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の
岩

清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流
す
る

場
合
、
川
の
中
や
近
く
に
い
る
人
に

対
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
上
流
ダ

ム
か
ら
の
放
流
開
始
と
安
全
な
場

所
へ
の
移
動
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ダ
ム
放
流
の
お
知
ら
せ
を

聞
い
た
と
き
は
、
直
ち
に
安
全
な
場

所
に
お
移
り
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
で
は
、

出
力
の
変
更
に
伴
い
、
発
電
に
使

う
河
川
水
の
量
を
増
減
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
河
川

の
水
位
も
増
減
し
ま
す
の
で
、
川

の
中
や
川
の
近
く
に
行
か
れ
る
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
と
思

わ
れ
て
い
る
方
に
向
け
た
就
労
自

立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
就
職

相
談
も
歓
迎
で
す
。

　

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無

料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　

１
月
24
日
（
火
）

　

13
時
30
～
15
時
（
先
着
順
・
予
約
可
）

・
対
象　

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
49

歳
の
方
、
ご
家
族

・
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内
分
室

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ピ
ュ
ア
３
階

・
内
容　

就
労
相
談
・
就
労
体
験
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
４
４
・
８
４
・
８
６
７
０

セ
ン
タ
ー
開
設
日

12
月-

26
日
（
月
）・
28
日
（
水
）

１
月-

４
日
（
水
）・
11
日
（
水
）

　
　
　

16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）・
25
日
（
水
）

　
　
　

30
日
（
月
）

２
月-

１
日
（
水
）・
６
日
（
月
）

　
　
　

８
日
（
水
）・
13
日
（
月
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

O A・文具
リバティーはしもと

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

○
調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に

従
事
し
て
い
る
調
理
師
は
、
２

年
ご
と
に
、
12
月
31
日
現
在
の

調
理
従
事
場
所
等
を
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
今
年
は
届
出
の
必
要

な
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
届
出
が
必
要
な
調
理
師
と
は
、

次
の
施
設
、
店
舗
で
調
理
の
業
務

に
従
事
し
て
い
る
方
で
す
。

・
特
定
多
数
人
に
飲
食
物
を
調
理

し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

・
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う

ざ
い
製
造
業

○
届
出
は
、
従
事
施
設
を
担
当
す

る
北
海
道
全
調
理
師
会
新
ひ
だ
か

支
部
（
所
在
地
日
高
郡
新
ひ
だ
か

町
静
内
本
町
３
丁
目
３-

４　

ホ

テ
ル
サ
ト
ウ　

☎
０
１
４
６･

４
２･

０
４
２
５
）
に
令
和
５
年

１
月
15
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
届
出
用
紙
は
、
北
海
道
全
調
理

師
会
新
ひ
だ
か
支
部
（
ホ
テ
ル
サ

ト
ウ
）、
静
内
保
健
所
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
出
も

可
能
で
す
。
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ア
ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
も
し
く
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

北
海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ

ム
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
h
a
r
p
.

l
g
.
j
p
/
S
k
s
J
u
m
i
n
W
e
b
/

EntryForm?id=oRTBL5bX

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
振
興
局
保
健
環
境
部
静
内
地
域

保
健
室(

静
内
保
健
所)

企
画
総
務
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

　

冬
の
北
海
道
は
、
日
本
海
側

で
は
雪
の
降
る
日
が
多
く
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
側
や
太
平
洋
側
で

は
晴
れ
る
日
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
北
海
道
付
近
を
通
過
す
る
低

気
圧
の
位
置
に
よ
っ
て
は
太
平

洋
側
で
も
暴
風
雪
と
な
り
、
大

き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
国
道
や
道
道

な
ど
の
通
行
規
制
や
除
雪
体
制

の
判
断
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
が
目

的
地
ま
で
ど
の
道
を
通
れ
ば
安

全
な
の
か
と
い
う
判
断
を
支
援

す
る
た
め
に
、
令
和
元
年
11
月

か
ら
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
「
現
在
の
雪
」
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
11
月

か
ら
こ
れ
ら
の
情
報
に
加
え
て
、

積
雪
の
深
さ
と
降
雪
量
に
つ
い

て
１
時
間
ご
と
に
約
５
㌔
格
子

で
６
時
間
先
ま
で
の
予
報
を
「
今

後
の
雪
」
と
い
う
名
前
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
24
時
間
前

の
状
況
か
ら
６
時
間
先
の
予
報

ま
で
積
雪
の
深
さ
と
降
雪
量
の

分
布
を
一
体
的
に
確
認
で
き
ま

す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

　

大
雪
や
暴
風
雪
の
中
で
の
外

出
は
と
て
も
危
険
で
す
。
吹
き

溜
ま
り
に
よ
り
自
動
車
が
走
行

不
能
と
な
っ
た
り
、
地
吹
雪
な

ど
で
視
界
が
遮
ら
れ
運
転
が
非

常
に
危
険
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
暴
風
雪
や
大
雪
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
外

出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
や
む
を
得
ず
外
出
さ

れ
る
際
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

や
ス
マ
ホ
な
ど
で
最
新
の
気
象

情
報
に
注
目
し
、
適
切
に
判
断

す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
大
雪
・
暴
風
雪
に
関

す
る
最
新
の
気
象
情
報

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

◆
「
今
後
の
雪
」
６
時
間
降
雪

量
予
測
値
の
イ
メ
ー
ジ
図

●
お
問
い
合
わ
せ
先

室
蘭
地
方
気
象
台

☎
０
１
４
３
・
２
２
・
４
２
４
９

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

働
い
て
い
る

調
理
師
の
皆
様
へ
!!

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
知
ら
せ

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

で停電情報をお知らせします！
停電情報をＬＩＮＥでお知らせ！
ぜひお友だち追加してください！

【お問い合わせ】北海道電力ネットワーク（株）
静内ネットワークセンター お客さまサービス課
０１２０－０６０－８５４（平日９時～１７時）

お友だち追加は
こちら →

 
 

日高中部通年雇用促進協議会
新ひだか町まちづくり推進課内・新冠町企画課内 

お問い合わせ 
☎０１４６－４９－０２９３（直通） 

求人情報、会社紹介
通年雇用の求人に 
社屋、仕事風景、職場の雰囲気が伝わる写真も

載せて、会社をアピールしてみませんか。 

作成のお手伝いも 
いたします！ ＼掲載無料／ ４

㎝
 

５.５㎝ 

広報「にいかっぷ」用 

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

～古布を集めています～

　ご自宅に古シーツや古着な

どの布製品がありましたら、

老人ホーム恵寿荘・新冠町社

会福祉協議会にご持参くださ

い。

献血にご協力をお願いします

　400 ｍｌ献血は、患者さん

の輸血副作用を軽減すること

につながり、医療の現場では、

安全が高まる 400 ｍｌ献血の

需要が増えてきていますの

で、患者さんの要望に十分応

えるために 400 ｍｌ献血にご

協力をお願いします。

・期　日

　２月 14 日（火）

・場　所

①新冠町農協前　10：00～ 11：30

②新冠町役場前　13：00～ 16：00

冬
の
気
象
災
害
に
備
え
て
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今月の一冊

まるごとしまえなが

山本 光一著／北海道新聞社

　まんまる・モフモフ。しまえ

なが、み～つけた ! 小さな体で

一生懸命けなげに生きる姿にと

きめく ! 北海道・阿寒の森や春

採湖のほとりにくらす、可愛い

しまえながの写真集。

新着ガイド
自衛隊と憲法	 木村 草太

赤いテラスのカフェから	 加藤 利器

世界の気候と天気のしくみ	 今井 明子

空想科学読本　1  	 柳田 理科雄

すばらしい人体	 山本 健人

きのこのレシピ帖	 松島 由恵

教養として学んでおきたいビートルズ	 里中 哲彦

紙バンドで楽しくミニチュアの世界	 村田 美穂

バレエ語辞典  	 富永 明子

エモい古語辞典	 堀越 英美

あさとほ	 新名 智

先祖探偵	 新川 帆立

栞と噓の季節	 米澤 穂信

禁猟区	 石田 衣良

嫌いなら呼ぶなよ	 綿矢 りさ

はぐれ鴉	 赤神 諒

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

11：00～ 11：15	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10	 新冠中学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

11：00～ 11：15	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

１月 12 日

13 日

18 日

19 日

20 日

２月２日

３日

９日

10 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
１月 25日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

１月 28日（土）13：30～定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中

止となる場合があります。中止となった場合は、

図書プラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温など

の感染予防対策にご協力ください。

☆年末年始の休館のお知らせ
【休館期間】

令和４年 12 月 30 日（金）～令和５年１月５日（木）

　休館中、本の返却はレ・コード館正面入り口横の

【返却ポスト】をご利用ください。破損の恐れがあ

る CD・DVD や、ポストへ入らない大型の本などは休

館明けにカウンターへ直接ご返却ください。

☆おみくじ付【本の福袋】で楽しく運だめし！
 １月６日（金）から、子ども向けの本の福袋を 10

セット限定で貸出します。

　福袋は先着順で、なくなり次第終了です。年齢別

セットや令和５年の干支であるうさぎの本のセット

を準備しています。おみくじ付ですので、新年の運

だめしもかねてご利用ください。

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私の夢は、イラス

トをかく人です。

理由は、イラスト

をかくのが好きだ

からです。

冬澤　柚希

私の将来の夢は、

サッカー選手です。

サ ッ カ ー 選 手 に

なって試合に出た

いです。

藤髙　輝

お金持ちになって

プール付きの大ご

うていに住みたい

です。

丸山　建

私の将来の夢は、

かんごしになって

たくさんの人の命

を救い、多くの人

の役に立ちたいで

す。

堀江　梓織

　

も
と
も
と
、
若
園
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
集
落
が

あ
り
ま
し
た
。
明
治
に
な
る
と
、
新
冠
に
軍
馬
を

育
成
す
る
御
料
牧
場
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
若
園

は
「
育
馬
場
」
と
い
う
馬
の
飼
育
を
行
う
場
所
と

し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

戦
後
に
な
る
と
、
御
料
牧
場
が
解
放
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
開
拓
者
の
方
々
が

入
植
す
る
よ
う
に
な
り
、
若
園
の
開
拓
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
、
開
拓
の
苦
労
と
功
績

を
後
世
に
残
す
た
め
、
こ
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
碑
文
は
漢
文
調
で
刻
ま
れ
、「
開
拓
か

ら
三
十
年
～
緑
風
（
り
ょ
く
ふ
う
）
が
若
園
に
満

ち
る
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
26

 

『
拓
耕
参
拾
年 

緑
風
満
若
園
』

○拓耕参拾年　緑風満若園

　建立年月　　昭和 54年９月

　所在地　　　若園（生活館前）

　高　さ　　　約１．５ｍ図書プラザＨＰ
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７月
　19 日　「続新冠町史」続編の発刊に向け、第１回新冠町史編

　　　さん委員会が開かれる。

８月
　６日　新冠町青年団体連絡会議主催の北海道の伝統的な七夕

　　　行事「ろうそく出せ！２０２２」が行われる。

　14 日　新型コロナウイルスの影響により、発表機会が減少し

　　　ている子どもたちの出演機会の確保を目的に、レ・コー

　　　ド館で「ストリートライブ２０２２」が開かれる。

　25 日　ひだかトヨタ自動車販売合同会社と「まちづくりに関

　　　する包括連携協定」を締結。

９月
　１日　アイヌ政策推進交付金を活用し、令和２年度から整備

　　　を進めていた多機能型交流施設「ポロシリ生活館」の

　　　落成式が挙行される。

10 月
　９日　５年ぶりに「スポーツの日記念新冠町地区別スポーツ

　　　大会」が開かれ、多くの町民がスポーツの秋を満喫。

　16 日　レ・コード館で「第 52 回新冠町民文化祭芸能発表会」

　　　が開かれ、11 団体が出演し、約 160 名の方が日頃の練習

　　　の成果を披露。

11月
　１日　字節婦町の扇谷勉さんが永きにわたる人権擁護委員と

　　　しての活動により、国民の人権擁護と人権思想の普及に

　　　多大の貢献したことが評価され、法務大臣表彰を受賞。

　３日　「令和４年度新冠町功労賞・善行賞贈呈式」が行われ、

　　　町の発展、振興に寄与された５名が表彰される。

12 月
　３日　３年ぶりに「イルミネーションフェスタ」が通常開催

　　　され、多くの催し物が行われる。

　６日　字中央町の中村陸男さんが自治会の地縁による団体代

　　　表者として多年にわたり、良好な地域社会の維持および

　　　形成に顕著な功績に対し、団体功労者総務大臣表彰を受賞。

　10 日　市民劇団ど・こ～れ新冠第 25 回定期公演が開かれ、

　　　「北海道村１グランプリ」を熱演し観客を魅了。

新　冠　町
あんなこと
こんなこと ７月９日　日本記録保持者

　　　　　北風沙織さんの走り方教室

８月 13 日　にいかっぷふるさと盆踊り

９月 18 日 第 40 回新冠無縁墓供養法要
　　　　　イチャルパinポロシリ生活館

12月 11日　香港ＧⅠ制覇「ウインマリリン号」

2022

２月 10 日 コントレイル号に新冠町長
　　　　　特別表彰「特別栄誉賞」を贈呈

６月 28 日　五輪銀メダルリスト
　　　　　 ロコ・ソラーレ講演会

１月
　９日　「令和３年度新冠町教育賞・教育奨励賞表彰式」が開か

　　　れ、教育賞４名、教育奨励賞４名・３団体が表彰される。

　21 日　町保健センターで３回目となる新型コロナワクチン接

　　　種が始まる。

２月
　18 日　町議会において、高邁な政治信念により町の振興発展

　　　に貢献された字若園の故小松敏治さんが旭日単光章を受章。

　３月
　15 日　新冠ライオンズクラブが無遅刻・無欠席で卒業した児

　　　童・生徒 10 名に対し、皆勤賞の賞状と記念品を贈呈。

　28 日　字東川の前川隆範さんが消防行政に多大な貢献をされ

　　　たことにより、消防庁長官表彰永年勤続功労章を受章。

４月
　１日　新冠温泉・ホテルヒルズは老朽化した温泉施設・機械

　　　設備の改修工事が完了し、北海道ホテル＆リゾート㈱の

　　　運営の下、リニューアルオープンする。

　27 日　佐川急便株式会社と「災害時における支援物資の受入

　　　及び配送等に関する協定」を締結。

　28 日　新冠小学校と朝日小学校の令和６年４月の統合に向け

　　　「第１回町立小学校統合準備委員会」が開かれる。

５月
　15 日　札幌国際情報高校×新冠中学校吹奏楽部による「ＳＩＴ

　　　Ｂａｎｄ ダンプレライブ in 新冠」が開かれる。

　26 日　地域の創意工夫ある取り組みなどを聞き取り広く発信

　　　するほか、道運営の施策立案の参考とするため鈴木直道

　　　知事が新冠町を訪れ、「なおみちカフェ」が開かれる。

６月
　１日　新冠町商工会青年部と同女性部の地域貢献活動の功績

　　　が評価され、北海道商工会連合会長賞をＷ受賞。

　７日　地域住民の生命や財産を守る消防活動に貢献された字

　　　本町の今村裕さんが瑞宝単光章を受章。

　21 日　新冠町議会の中川信幸議員が地方自治の振興に尽力さ

　　　れた功績が認められ、北海道町村議会議長会表彰を受賞。

１月９日　令和４年新冠町成人式

10月３日　江差追分少年全国大会　準優勝

１月７日　交通安全祈願祭

４月26日 ライオンズクラブ結成50周年記念式典
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10 月 21 日～ 12 月５日までの届出分
（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

小 関 　 秋
あ す み

澄	（雅史	 かおり)	 本　町

●おくやみ申し上げます
丸 本 　 義 光	 　９２歳	 中央町

菅 野 　 輝 雄	 　８７歳	 古　岸

川 崎 　 龍 雄	 　９５歳	 節婦町

山 田 　 克 己	 　７１歳	 節婦町

岩 間 　 テ ツ	 　９５歳	 北星町

山 口 　 武 雄	 　９６歳	 北星町

草 木 　 ウ メ	 　９０歳	 美　宇

山 口 ア ヤ 子	 　８４歳	 本　町

石 山 は る ゑ	 　９２歳	 緑　丘

對 馬 た つ の	 １０２歳	 若　園

佐 藤 　 弘 子	 　７９歳	 本　町

中 村 エ ミ 子	 　９３歳	 新　和

広
報
に
い
か
っ
ぷ

人の

うごき

人　口	5,192人	 （前月比	－	14 人）

　男	 2,573人	 （前月比	－	 6 人）

　女	 2,619人	 （前月比	－	 8 人）
世 帯	2,779世帯	 （前月比	－	6世帯）

（令和４年 11 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 30件（ 31件）

317件（298件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

12人（８人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

１件（０件）

７件（５件）

発生件数

０件（１件）

７件（８件）

区　分

11月

４年１～11月

区　分

11月

４年１～11月

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

令
和
４
年
12
月
・
４
年
１
月
号（
通
巻
673
号
）

　

第
五
十
二
話

　

　
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
お
話
し
（
語
り
）
」

（
要
約
文
）

　

着
る
も
の
は
、
頭
に
「
サ
ラ
ン
ペ
」
と
い
う

鉢
巻
き
を
し
て
、
「
チ
カ
ル
カ
ル
ペ
」
と
い
う
着

物
を
着
て
い
た
。
今
も
ウ
タ
リ
協
会
（
現
新
冠

ア
イ
ヌ
協
会
）
で
は
た
ま
に
着
る
よ
う
だ
け
ど
、

模
様
や
形
が
違
う
も
の
が
あ
る
。
昔
、
着
物
は

み
ん
な
自
分
で
作
っ
て
い
て
、
私
の
母
も
そ
の

よ
う
に
し
て
い
た
。
ゴ
ザ
編
み
な
ん
か
も
し
て

い
た
な
。
ど
う
い
う
わ
け
か
そ
れ
ら
を
和
人
の

人
が
買
い
に
来
る
の
で
、
売
っ
て
い
た
り
し
て

い
た
。

　

昔
は
、
ア
イ
ヌ
の
言
葉
で
何
で
も
し
ゃ
べ
っ

て
い
た
。
い
ろ
ん
な
ア
イ
ヌ
語
を
覚
え
て
い
る

よ
。「
私
」
は
「
ク
ア
ニ
」
と
言
う
の
だ
。「
あ
な
た
」

は
「
エ
ー
チ
オ
カ
」
や
「
エ
ー
ア
ニ
」
と
言
う
。

例
え
ば
「
私
は
泊
津
に
住
ん
で
い
ま
す
」
は
、「
ク

ア
ニ
ア
ナ
ク
ネ
ハ
ク
ツ
コ
タ
ン
」
と
話
す
。
「
タ

ン
ト
ア
ナ
ク
ネ
メ
エ
ン
ク
ス
ク
ー
ソ
エ
ネ
カ
イ

ア
イ
カ
ッ
テ
」
は
、
「
今
日
は
寒
く
て
外
へ
出
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
意
味
。
頭
は
「
パ

ケ
」
、
鼻
は
「
キ
サ
ラ
ハ
」
、
口
は
「
ク
パ
ロ
ホ
」
、

手
は
「
ク
ケ
テ
ヘ
」
、
お
腹
は
「
ク
オ
シ
キ
リ
」
、

月
は
「
ツ
ッ
カ
ム
イ
」
、
ウ
サ
ギ
は
「
イ
セ
ポ
」

と
言
う
の
だ
。

　

食
べ
物
は
、「
ル
ル
（
汁
物
）」
や
「
シ
ト
（
団

子
）
」
を
作
っ
て
食
べ
て
い
た
な
。「
ご
飯
」
の

こ
と
は
「
ア
マ
ン
」
と
言
っ
て
い
た
。
み
ん
な

料
理
を
競
争
す
る
よ
う
に
し
て
つ
く
っ
て
い
た
。

私
は
、
若
い
時
は
母
親
に
怒
ら
れ
な
が
ら
教
わ
っ

た
も
の
だ
。

　

神
様
が
宿
る
「
イ
ナ
ウ
（
木
幣
）」
は
、
各
家

ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
も
の
だ
。
イ
ナ
ウ
は
主
に

男
の
人
が
作
る
。
置
く
場
所
も
き
ち
ん
と
決
ま
っ

て
い
る
。

　

ア
イ
ヌ
の
昔
話
も
あ
っ
た
け
ど
、
大
分
忘
れ

て
し
ま
っ
た
な
。
山
の
神
、
海
の
神
の
お
話
は

よ
く
し
て
い
た
。
「
ユ
ー
カ
ラ
（
叙
事
詩
）」
は
、

女
の
人
は
あ
ま
り
し
な
い
け
ど
よ
く
聞
い
て
い

た
な
。
今
は
、「
カ
ム
イ
ノ
ミ
（
熊
送
り
の
儀
式
）」

も
ユ
ー
カ
ラ
も
し
な
く
な
っ
た
か
ら
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

昔
の
お
墓
は
、
み
ん
な
木
の
墓
標
だ
っ
た
。

そ
れ
に
黒
い
ひ
も
を
つ
け
て
い
る
場
合
も
あ
っ

た
。
亡
く
な
っ
た
人
は
だ
い
た
い
頭
を
東
に
向

け
て
埋
葬
す
る
の
だ
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

かつて、新冠町内に残って
いたアイヌの墓標

冬型交通事故の防止に向けて
　〇　早朝・夜間は路面凍結のおそれがあるため早目の
　　ブレーキをしましょう
　〇　年末年始・帰省先等にける飲酒運転の根絶
　〇　スピードを抑えた安全運転　　　　　　　 静内警察署

町公式ホームページ 町公式フェイスブック


